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信仰を持たない者の祈り—精神療法における超越の瞬間
1. 祈りの本質—宗教なき祈りの可能性
精神療法の現場で起きる「祈り」。それは神への懇願ではなく、しかし確かに祈りと呼ぶべき何かです。

伝統的な祈りには三つの要素があります：

超越者への呼びかけ：自分を超えた何かへの語りかけ

深い真摯さ：日常的な言葉を超えた切実さ

委ねと希望：自分の力だけではどうにもならないものへの開かれ

精神療法の部屋で起きる祈りは、最初の要素—神や仏—を欠いています。しかし、残りの二つは、時にそれ以

上の強度で、そこに存在します。

2. 祈りが立ち上がる瞬間
沈黙の中の祈り

ある日、重度のうつ病で入院していた中年男性との面接でのことです。彼は三ヶ月間、ほとんど話しませんで

した。投薬も効果が薄く、家族は疲弊し、療法士である私も、正直に言えば無力感に苛まれていました。

その日も、いつものように沈黙が続きました。しかしその沈黙は、いつもと違っていました。それは空虚な沈

黙ではなく、何か深いものが動いている沈黙でした。

私は何も言いませんでした。ただ、そこに座っていました。彼もそこに座っていました。

どれくらい経ったでしょうか。彼がゆっくりと口を開きました。「先生は、私が治ると思いますか」。声は小

さく、しかし澄んでいました。

私は答えました。「わかりません。でも、あなたがここにいることを、私は諦めていません」。

その瞬間、部屋に何かが降りてきたのです。それは宗教的な神秘体験ではありません。しかし、私たち二人

が、何か自分たちを超えたもの—生命の力、回復の可能性、人間の尊厳、何と呼んでもいいのですが—に触れ

た瞬間でした。

これは祈りでした。神へではなく、しかし確かに祈りでした。DNA原理でも脳原理でもない、第三の次元への

開かれ。

2026/02/19 23:18 信仰を持たない者の祈り—精神療法における超越の瞬間 | 品川心療内科自由メモ5

https://kontadashi05.sn0367129474.com/2026/02/04/信仰を持たない者の祈り-精神療法における超越/ 1/9



3. 誰に向けられた祈りか
精神療法における祈りは、誰に向けられているのでしょうか。

生命そのものへの祈り

自殺未遂を繰り返す若い女性がいました。彼女は言いました。「私は死にたいわけじゃない。でも、生きてい

ることが耐えられない」。

療法士は問いかけます。「それでも、あなたはここにいる。何かがあなたを生かし続けている」。

彼女は答えられません。しかし、その問いは部屋に残ります。それは、DNA原理—盲目的だが執拗な生への意

志—に向けられた問いかけです。同時に、それを超えた何か、「生きることの意味」への問いかけでもありま

す。

この瞬間、療法士も患者も、答えのない問いの前に立ちます。これは無神論的な祈りです。「生命よ、この人

を支えてください」という。生命を擬人化しているわけではありません。しかし、自分たちの意図や努力を超

えた何かに、開かれているのです。

時間への祈り

トラウマを抱えた患者との作業では、しばしば時間そのものが祈りの対象になります。

「時間が癒してくれる」という言葉は陳腐に聞こえます。しかし臨床の現場では、これは深い真実です。

ある性暴力のサバイバーは言いました。「私は許せない。忘れられない。でも、いつかこの痛みが少しでも和

らぐことを、信じたい」。

これは祈りです。時間という、人間には制御できない力への祈りです。時間を神格化しているわけではありま

せん。しかし、「今の苦しみが全てではない」という、未来への微かな開かれがあります。

療法士はこう応答します。「あなたが信じられないなら、私が代わりに信じておきます。あなたの回復の可能

性を」。

この瞬間、療法士もまた祈っているのです。根拠はありません。統計データも、科学的確実性もありません。

しかし、人間の回復力という、何度も目撃してきた不思議な力への、信頼があります。これは信仰と呼べるも

のではないでしょうか。宗教的ではないが、しかし確かに信仰です。

4. 祈りの姿勢—知らないことを知る
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精神療法における祈りは、「知らない」という姿勢から生まれます。

医学モデルの限界

精神医学は科学であろうとします。診断基準、治療プロトコル、エビデンス。これらは重要です。しかし、

個々の患者の前では、しばしば無力です。

なぜこの人は回復し、あの人は回復しないのか。 なぜ同じトラウマを経験しても、ある人は立ち直り、ある

人は壊れるのか。 なぜこの人には薬が効き、あの人には効かないのか。

私たちは知らないのです。

そして、この「知らなさ」を正直に認めるとき、祈りの空間が開かれます。

ある療法士の告白

20年のキャリアを持つベテラン療法士が、研修会でこう語りました。

「若い頃は、自分が患者を治すのだと思っていました。私の技術、私の知識、私の共感が、患者を回復させる

のだと。

しかし今は違います。私は何もしていないのかもしれない、と思うことがあります。患者が回復するとき、そ

れは私の力ではない。その人の中にあった何か—生命力、回復力、意味への意志—それが動き出すのです。私

はただ、その場に居合わせているだけかもしれない。

でも、その『ただ居合わせる』ことが、なぜか重要なのです。証人になること。信じ続けること。それは祈り

に近い何かです」。

この告白には、深い謙虚さがあります。それは敗北ではありません。むしろ、より深い理解です。DNA原理で

も脳原理でも完全には説明できない、人間の回復という神秘への敬意です。

5. 共に祈る—治療関係の本質
精神療法の最も深い瞬間は、療法士と患者が共に祈る瞬間かもしれません。

境界を超える瞬間

通常、療法士は専門的距離を保ちます。客観性、中立性。これらは重要です。しかし、時に何かがこの境界を

超えます。
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末期がんの告知を受けた患者が、療法士の部屋で泣き崩れました。彼女は言いました。「私はまだ40歳で

す。子どもは5歳です。なぜ私なのですか」。

療法士に答えはありません。技法もありません。ただ、そこに座って、共に泣くことしかできません。

この瞬間、二人は専門家と患者ではなくなります。二人の人間が、運命の不条理の前に立っているのです。

そして、言葉にならない問いが、部屋に満ちます。「なぜ」。これは神学的な問い—なぜ神は苦しみを許すの

か—と同じ構造を持っています。しかし、ここには神はいません。

それでも、問いは発せられます。宇宙に対して、生命に対して、あるいは単に虚空に対して。これは祈りでは

ないでしょうか。答えのない問いを、それでも問い続けること。

信頼という祈り

ある境界性パーソナリティ障害の患者は、何度も療法士を試しました。約束を破り、怒りをぶつけ、「どうせ

あなたも見捨てるんでしょう」と言いました。

療法士は毎週、そこにいました。何年も。

患者は徐々に変わっていきました。そしてある日、こう言いました。「先生は、なぜ私を見捨てなかったので

すか」。

療法士は答えました。「わかりません。でも、あなたの中に何か大切なものがあると、私は感じていまし

た」。

これは信仰告白に似ています。根拠のない信頼。見えないものへの確信。それは宗教的信仰とは異なります

が、同じ構造を持っています。

患者もまた、療法士を信頼し始めました。それも一種の祈りです。「この人は私を裏切らないだろう」とい

う、証明不可能な信念への賭けです。

6. 沈黙の祈り—言葉を超えたもの
精神療法において、最も深い祈りはしばしば沈黙の中にあります。

言葉の限界

重度のトラウマ、深い悲嘆、実存的絶望。これらの前では、言葉は無力です。
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療法士が「頑張ってください」「時間が解決します」「あなたは強い人です」と言っても、それは空虚に響き

ます。

むしろ、何も言わないこと。ただ、そこにいること。

これは仏教の「無言の説法」に似ています。釈迦が花を掲げ、何も言わず、弟子の一人だけが微笑んだという

逸話のように。

共在の祈り

ホスピスで働く療法士が語りました。

「死にゆく患者の多くは、言葉を必要としません。むしろ、静かな存在を求めます。

私は手を握り、呼吸を合わせます。時に何も話さず、ただ30分間、そこにいるだけです。

これは何をしているのでしょうか。医学的には何の介入もしていません。しかし、患者の表情が穏やかになる

のを見ます。

私は祈っているのだと思います。言葉のない祈り。『あなたは一人ではない』『あなたの存在は大切だ』『あ

なたが逝くとき、私はここにいる』。そういう祈りです」。

この祈りは、DNA原理（生存）の敗北を認めながら、しかし脳原理が生み出した何か—尊厳、連帯、意味—を

保持しようとする試みです。

7. 無宗教的な奇跡—回復という恩寵
精神療法の現場では、時に「奇跡」と呼びたくなる回復を目撃します。

説明できない回復

10年間引きこもっていた30代男性が、ある日突然、外に出始めました。何が変わったのか、本人にも説明で

きません。「ただ、何かが違った」。

長年のアルコール依存から回復した女性は言いました。「ある朝、目覚めたら、飲みたい気持ちが消えてい

た。神秘的としか言えない」。

これらを医学的に説明しようとすれば、脳内の神経伝達物質の変化、認知の再構造化、環境要因の変化、など

と言えるでしょう。
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しかし、臨床の現場にいる者として感じるのは、それだけでは捉えきれない何かです。

恩寵という概念

キリスト教神学には「恩寵（grace）」という概念があります。人間の努力や功績によらず、神から与えられ

る救いです。

精神療法における回復も、時にこれに似ています。患者も療法士も、特別なことをしたわけではない。しか

し、何かが動いた。

ユング派の分析家は「自己（Self）」という、自我を超えた治癒力について語ります。それは神ではありませ

んが、個人の意識的努力を超えた何かです。

ある療法士はこう表現しました。「私たちは土を耕し、種を蒔くことはできる。しかし、芽が出るかどうか

は、私たちの手を離れている。私たちは祈ることしかできない—『どうか、この人の中の生命力が目覚めます

ように』と」。

8. 療法士自身の祈り—燃え尽きと再生
療法士もまた、祈る必要があります。それは自己を保つための祈りです。

無力感の中の祈り

自殺した患者の後、療法士は自問します。「私に何ができたのか」「私は失敗したのか」。

答えはありません。しかし、その問いを抱え続けること自体が、祈りの形です。

ある療法士は、患者を亡くすたびに、一人で海を見に行くそうです。「波を見ていると、自分がいかに小さい

か思い知らされる。同時に、生命の大きな流れの一部だとも感じる。それは慰めになる」。

これは自然崇拝ではありません。しかし、自分を超えたものとの繋がりを感じることで、個人の無力感を超え

る試みです。

希望を保つ祈り

困難なケースが続くとき、療法士は希望を失いかけます。

そのとき、過去の成功例を思い出します。あの患者は回復した。あの人は笑顔を取り戻した。
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これは、根拠のない楽観主義ではありません。むしろ、「人間は回復する力を持っている」という、経験に基

づいた信頼です。

しかしそれは証明不可能です。次の患者が回復する保証はありません。それでも信じること。これは信仰で

す。

ある老練な療法士が語りました。「40年この仕事をして、人間の回復力に何度も驚かされた。それでも毎

回、『この人は無理かもしれない』と思う瞬間がある。そのとき私は心の中で言う。『今までの人たちが回復

したように、この人も』と。これは祈りだと思う」。

9. 祈りと技法の区別—専門性を失わずに
ここで重要な区別が必要です。精神療法における祈りは、技法の放棄ではありません。

技法と祈りの共存

優れた療法士は、エビデンスに基づいた技法を使います。認知再構成、曝露療法、動機づけ面接。これらは有

効です。

同時に、その技法が効くかどうかは、最終的には患者次第です。療法士はコントロールできません。

ですから、技法を用いながら、同時に祈るのです。「この技法が、この人に届きますように」と。

科学と神秘の両立

精神医学者で作家のアーウィン・ヤーロムは書いています。「私は科学者として訓練された。しかし臨床の現

場では、科学だけでは足りないことを学んだ。患者との関係、その瞬間の直感、言葉にできない何か。それら

は測定できないが、本質的だ」。

これは、科学と非科学の対立ではありません。むしろ、科学的理解を持ちながら、その限界を認めることで

す。そして、限界の先にある何かに対して開かれていることです。これが祈りの姿勢です。

10. 祈りの帰結—意味の創造
信仰を持たない者の祈りは、何をもたらすのでしょうか。

奇跡を起こすためではない

この祈りは、神に願いを叶えてもらうためではありません。患者が魔法のように治癒することを期待するので

もありません。
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むしろ、この祈りは：

姿勢です：謙虚さ、開かれ、敬意を持って患者と向き合う姿勢

意味づけです：苦しみの中にも尊厳があると信じること

連帯です：患者が孤独ではないと感じられるようにすること

存在の肯定

ある末期患者が言いました。「先生が来てくれても、私の病気は治らない。でも、先生が来てくれると、私は

『存在していていい』と感じる」。

これが祈りの効果です。実際的な問題解決ではなく、存在の肯定です。

療法士の祈り—「あなたの存在は大切だ」—が、患者に伝わるとき、それは癒しになります。身体の癒しでは

ないかもしれません。しかし、精神の、魂の癒しです。

結論：祈りとしての精神療法
精神療法の本質は、技法でも知識でもなく、ある種の祈りかもしれません。

それは：

自分を超えたものへの開かれ（生命力、時間、回復の可能性）

知らないことを認める謙虚さ

それでも希望を保つ信頼

患者の尊厳への敬意

共に苦しみの前に立つ連帯

これらは宗教的信仰とは異なります。神も仏も前提としません。

しかし、構造的には祈りです。答えのない問いを問い続けること。根拠のない信頼を保つこと。自分の力だけ

ではどうにもならないものに対して、それでも開かれていること。

精神療法の部屋で起きることは、DNA原理でも脳原理でも完全には説明できません。そこには第三の次元—意

味、尊厳、神秘—があります。

療法士と患者が、この次元に共に触れるとき、そこに祈りがあります。
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信仰を持たない者の祈り。それは、人間であることの最も深い部分—有限性、脆弱性、そして可能性—に向き

合う祈りなのです。
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